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CMS管理画面でのサイト作成

1. DNSにサイトのドメインを登録し、CMSサーバーのIPアドレスを設定します。
これによりサイトのドメインをアクセスすると、CMSのログイン画面が表示されるようになります。

2. JoruriCMS2020は一式のCMSで、複数のサイトを作成し運用できます。
これをマルチテナント対応と呼びます。

3. ［作成］ボタンを選択すると、［ドメイン作成］画面が開きます。

CMS管理画面にて、サイトのドメインを登録し、サイトを作成します。

［ドメイン一覧］

サイト＞ドメイン
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CMS管理画面でのサイト作成

1．オールインワン （CMSサーバーとWebサーバーを分けない場合）
ひとつのサーバーで、CMSとWebサーバーを稼働させます。

CMSサーバーとWebサーバーを分ける場合と分けない場合でサイトの設定が異なります。

2．Webサーバーを分離 （CMSサーバーとWebサーバーを分ける場合）
CMSサーバーからWebサーバーを分離し、別のサーバーで稼働させます。
CMSはWebサーバーの負荷の影響を受けなくなります。

Webサーバー・
CMSサーバー

サイト管理者 サイト利用者

管理画面URL
https://web1.demo.joruri2020.Joruri-
cms.jp/_system

公開画面URL
https://web1.demo.joruri2020.Joruri-cms.jp/

CMSサーバー

サイト管理者

サイト利用者
管理画面URL
https://system.demo.joruri2020.Joruri-
cms.jp/_system

公開画面URL
https://web1.demo.joruri2020.Joruri-cms.jp/

Webサーバー

HTMLファイルなどを書き出す
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サイト情報の登録

ドメイン作成の画面でサイトの情報を登録し、サイトを作成します。

サイト名：サイトの名称を入力します。
入力されたものは、各ページのタイトルタグに<title>ページタイトル｜サイト名</title>
のように表示されます。
<例>じょうるり市サイトの暮らしの情報ページ

<title>暮らしの情報 | じょうるり市</title>
https://web1.demo.joruri2020.joruri-cms.jp/navi/kurashi/

サイトURL：公開画面のURLをプロトコルからドメイン名/まで入力します。
 <例>https://web1.demo.joruri2020.joruri-cms.jp/

管理画面URL：サーバーを分離する場合に、CMSサーバーに割り当てるURLを入力します。
  オールインワン構成の場合は空欄にします。

携帯サイト：フィーチャーフォン専用サイトの作成有無を選択します。
「使用する」にした場合、レイアウトやピース作成画面に、フィーチャーフォンサイト用
の設定画面が表示されます。

スマートフォンサイト：サイトにアクセスされた際にエージェントを確認し、ス マートフォンであると
判断した場合に表示するレイアウトを変えます。 
PCレイアウトで表示を選択した場合は、エージェントに関わらず、レスポンシ
ブウェブデザインで表示します。

［ドメイン作成］

サイト＞ドメイン [作成]
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CMSでのサイト作成の処理

［ドメイン作成］の画面でサイトを作成後、最長30分後にサイトの設定が行われます。

サイト利用者

DNS

ドメインからIPへの変換

Webサーバー・
CMSサーバー

ドメインからサイトの特定

JoruriCMS2020は複数のサイトを稼働できるため、どのサイトがアクセスされたかをドメインにより判
断します。該当するサイトが存在しない場合、最初に作成されたサイト（サイトID：1）を表示します。
サイトIDが1である、最初に作成されたサイトを基底のサイトと呼びます。
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CMSが自動的に作成するトップページ ［ドメイン詳細］

1．

サイトを作成すると、CMSが自動的にトップページ（index.html）を作成します。

サイト＞ドメイン [サイト名]
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管理画面サイトの選択 ［管理画面トップ］

1．サイト選択のドロップダウンには、サイトIDの順番で管理しているサイトが表示されています。

作成したサイトを操作するためには、ヘッダー右端のドロップダウンでサイトを選択します。

1．システム管理者権限でログインしている場合は、サイト内のすべてのサイトが表示されます。

2．システム管理者以外のアカウントでログインしている場合は、管理権限があるサイトのみが表示さ
れます。
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トップページの構造 ［ページ一覧］

1．ページ一覧画面（ ［ディレクトリ］ｰ［ページ］）に、トップページの固定ページが表示されてい
ます。

トップページは固定ページで作成されています。

タイトル： サイト名がページのタイトルとなっています。
ディレクトリ名： ファイル名は、index.html です。
コンテンツ： 固定ページは標準機能が作成します。
アイテム種別： 標準機能のうち、固定ページの機能で作成します。
レイアウト： レイアウトは設定されていません。
サイトマップ： サイトマップに表示する設定です。
ステータス： 公開状態です。

ディレクトリ＞ページ
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トップページのページ情報の詳細 ［ページ詳細］

ページ一覧画面でタイトルリンクを押下すると、詳細が確認できます。

タイトル： サイト名がページのタイトルとなっています。
ファイル名： ファイル名は、index.html です。
ステータス： 公開状態です。
コンテンツ： 固定ページは標準機能が作成します。
アイテム種別： 標準機能のうち、固定ページの機能で作成します。
レイアウト： レイアウトは設定されていません。
サイトマップ： サイトマップに表示する設定です。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]
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トップページのページを編集 ［ページ編集］

[ページ詳細]画面で[編集]ボタンを押下すると、編集画面が表示されます。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]>[編集]
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トップページのページを編集 ［ページ編集］

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]>[編集]
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固定ページ一覧 ［ページ一覧］

1．ページ一覧画面にて、アイテム種別が［固定ページ］と表示されているページが固定ページです。

固定ページを作成します。
固定ページの作成は、［作成］ボタンを選択します。
すでに作成されている固定ページは、ページ一覧（［ディレクトリｰページ］）の画面に表示されてい
ます。

ディレクトリ＞ページ
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固定ページの作成 ［ページ作成］

1．固定ページを作成するには、コンテンツ：標準機能、アイテム種別：固定ページを選択します。

ページ作成画面で、［固定ページ］を作成します。
ページ作成画面は、いろいろなページを作成する機能があるため、固定ページを作成するための設定
行います。

拡張子のhtmlまで入力してください。

ディレクトリ＞ページ [作成]
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固定ページの詳細情報 ［ページ詳細］

1．固定ページの詳細画面の［公開URL］を選択しても、ページが存在せず404となります。
［ステータス］が非公開となっているため、まだページが公開されていません。

固定ページを作成すると、固定ページの詳細画面に遷移します。
固定ページは、ステータスが非公開の状態で作成されます。
作成した固定ページを公開するには、ページ詳細ページで［公開］ボタンをします。

ページ詳細画面のボタンの機能
［一覧］ 一覧画面に遷移
［編集］ 編集画面に遷移
［削除］ ページを削除
［公開］ ページを公開
［複製］ ページを複製
［プレビュー（PC）］

ディレクトリ＞ページ [作成]
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固定ページの公開 ［ページ詳細］

1．固定ページの詳細画面の［公開URL］を選択しても、ページが存在せず404となります。
［ステータス］が非公開となっているため、まだページが公開されていません。

ページ詳細画面で、［公開］ボタンを押下して、固定ページを公開します。
［公開］ボタンを押下すると、公開の確認のダイアログが表示されます。

公開した固定ページは、ブラウザーの画面では空白です。
ページのソースコードは、次のようになっています。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]
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固定ページの編集 ［ページ編集］

1．固定ページの詳細画面の［公開URL］を選択しても、ページが存在せず404となります。
［ステータス］が非公開となっているため、まだページが公開されていません。

固定ページを編集して、本文にテキストなどを入力します。
入力したテキストなどがページに表示されます。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]＞[編集]
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固定ページのレイアウト ［ページ詳細］

1．ページ詳細画面で、コンセプトｰレイアウトの項目は空白であるため、レイアウトが設定されてい
ません。

固定ページにレイアウトを設定します。
固定ページは初期状態ではレイアウトが設定されていません。
レイアウトとは、ページの枠組みとなるHTMLとコンテンツをまとめたものです。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]
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レイアウト一覧 ［レイアウト一覧］

1．レイアウトはコンセプトと呼ぶフォルダのようなものに分けて格納しています。
左ツリーで［ルート］を選択すると、［ルート］直下に格納されているレイアウトが一覧表示さ

れます。

2．左ツリーで、［コンセプト］を選択すると、すべてのレイアウトが表示されます。

レイアウト一覧画面に、すでに作成されているレイアウトが一覧表示されています。
レイアウト一覧画面の［作成］ボタンを押下すると、レイアウト作成画面に遷移します。

テンプレート＞レイアウト
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レイアウトの作成 ［レイアウト作成］

1．左ツリーでレイアウトを作成するコンセプトを選択します。
ツリーのコンセプトを選択すると、選択したコンセプトがコンセプト欄に表示されます。

2．レイアウトには基本の枠組みとなるHTMLを登録します。
HTMLはHEAD部分とBODY部分に分けて入力します。

レイアウトを作成し、固定ページに設定します。
レイアウトを設定すると、ページの枠組みができます。
この枠の中に、画面に情報を表示するピースを配置します。

初期設定で[[content]]が登録されています。
これにより固定ページの本文の内容を表示します。

テンプレート＞レイアウト [作成]
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レイアウトの構造 ［レイアウト詳細］

2カラムのトップページのレイアウトの構造を説明します。

ページに読み込むスタイルシートを記述します。

[[  ]] は、JoruriCMS2020独自の記述方法で、
外部データの読み込みを示します。

divタグでいちばん外側の構造に、container と命名します。

NavなどHTML5で規定されたタグを利用しています。

テンプレート＞レイアウト [レイアウト名]
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ページを構成する要素

ページを構成するHTML、スタイルシート（CSS）、レイアウト、ピースなどのしくみを説明します。

ページのベースは、各
種コンテンツおよび標
準機能が作成します。

ページにレイアウトを設定し、
基本的な枠組みを作成します。

レイアウトに記載されてい
るピースが組み込まれます。

静的HTMLファイルとして
書き出します。

読み込むスタイルシート（CSS）とJavaScript
（JS）は、レイアウトのHEAD部分に記述します。

■ページ生成の構造図
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固定ページへのレイアウトの設定 ［ページ編集］

1．ページ編集画面で、レイアウトのドロップダウンを開きます。
新しく作成したレイアウトが表示されています。

2．作成したレイアウトを選択して、［公開保存］します。

レイアウトを作成し、固定ページに設定します。
レイアウトを設定すると、ページの枠組みができます。
この枠組みに、ページに情報を表示するピースを配置します。

ディレクトリ＞ページ [ページタイトル]＞[編集]
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レイアウトへのピースの配置 ［レイアウト編集］

1．レイアウトはコンセプトと呼ぶフォルダのようなものに分けて格納しています。
左ツリーで［ルート］を選択すると、［ルート］直下に格納されているレイアウトが一覧表示さ

れます。

2．左ツリーで、［コンセプト］を選択すると、すべてのレイアウトが表示されます。

レイアウトにピースを配置します。
ピースの配置は、レイアウトのBODY部に[[piece/<ピースID]]の形式で記述します。

sample1,sample2,sample3の3つのピースを配置します。

テンプレート＞レイアウト [レイアウト名]＞[編集]
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ピース一覧 ［ピース一覧］

1．ピースはコンセプトに分けて格納しています。
左ツリーで［ルート］を選択すると、［ルート］直下に格納されているピースが一覧表示されま

す。

2．左ツリーで、［コンセプト］を選択すると、すべてのピースが表示されます。

ピース一覧画面に、すでに作成されているピースが一覧表示されています。
ピース一覧画面の［作成］ボタンを押下すると、ピース作成画面に遷移します。

テンプレート＞ピース
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ピースの作成 ［ピース作成］

1．左ツリーでピースを作成するコンセプトを選択します。
ツリーのコンセプトを選択すると、選択したコンセプトがコンセプト欄に表示されます。

2．作成するピースの種類を［コンテンツ］と［アイテム種別］で選択します。

ピースを作成し、レイアウトに配置します。
ピースを配置すると、ピースの内容がページに表示されます。

ここでは標準機能の自由形式
を選択した場合で説明します。

標準機能の自由形式は、ピースに入力したテキストをページに表示するものです。

テンプレート＞ピース [作成]
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ピースの詳細情報 ［ピース詳細］

1．ピースの内容は、ピースを作成したあと、ピースの編集で入力します。

2．ピースの詳細画面に、ピースの種類ごとに異なる入力項目が表示されます。
自由形式の場合、［本文］が表示されます。

ピースを作成すると、ピース詳細画面に遷移します。

テンプレート＞ピース [ピース名]
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ピースの編集 ［ピース編集］

1．ピースIDは、レイアウトに記述しピースを配置するものです。

2．自由形式の場合、ページに表示するテキストを本文に入力します。

ピースの編集画面でピースの内容を入力します。

テンプレート＞ピース [ピース名]＞[編集]
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ピースの公開 ［ピース詳細］

1．ピース詳細画面の［公開］ボタンを押下すると、確認ダイアログが表示されます。

2．ピースを公開すると、［ステータス］が公開に変わります。

ピースを公開して、ピースの内容をページに表示します。

ピースを公開すると、ピースの本文に記述したテキストが表示されます。

テンプレート＞ピース [ピース名]
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［［○○○/○○○］］形式での外部参照

オブジェクト種別
piece   ピースを組み込む。
text テキストを組み込む。
content コンテンツの出力を組み込む。

レイアウトでは、[[＜オブジェクト種別＞/＜アイテム種別＞]]の形式で、外部オブジェクトを組み込
めます。
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コンテンツとアイテム種別の一覧
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コンセプト一覧 ［コンセプト一覧］

1．コンセプト一覧には、コンセプトに格納されている各種のオブジェクトの数が表示されています。

コンセプトは各種のオブジェクトを格納するフォルダのようなものです。
「よくある質問」のように特定の目的ごとにコンセプトを作成し、関連するオブジェクトを格納しま
す。コンセプトを選択し、表示するオブジェクトを絞り込んでおくと、目的のオブジェクトが探しや
すいなど、効率的に操作が行えます。

ディレクトリ＞コンセプト
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コンセプトの役割

オブジェクトの分類
レイアウトやピースなどのオブジェクトを作成する際、格納するコンセプトを設定します。
表示するコンセプトを指定して操作を行うと、無関係なオブジェクトが表示されず、効率的に操作

が行えます。

権限を付与する単位
ユーザーに対する操作権限は、オブジェクト単位ではなく、コンセプト単位で設定します。
操作権限を持っているコンセプトのみ画面のツリーに表示されます。
操作権限が無いコンセプトは、画面に表示されないので、操作できません。

画面に表示する情報の絞り込み
左ツリーで操作するコンセプトを指定すると、そのコンセプトのオブジェクトのみが表示され、作

業効率が良くなります。

オブジェクトの参照順
[[＜オブジェクト種別＞/＜アイテム種別＞]]の形式でオブジェクトを参照した場合、参照元のレイ

アウトなどのオブジェクトが属するコンセプトの中から指定されたオブジェクトを探します。
オブジェクトが属するコンセプトの中に該当するオブジェクトが存在しない場合、上位のコンセプ

トからオブジェクトを探します。

コンセプトには次の役割があります。
・オブジェクトの分類
・権限を付与する単位
・画面に表示する情報の絞り込み
・オブジェクトの参照順
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テキスト定義 ［テキスト一覧］

1．テキストはコンセプトに分けて格納しています。
左ツリーで［ルート］を選択すると、［ルート］直下に格納されているテキストが一覧表示され

ます。

2．左ツリーで、［コンセプト］を選択すると、すべてのテキストが表示されます。

よく使うテキストをテキストメニューに登録し、 [[text/＜テキストID＞]]の形式で組み込むことがで
きます。

テンプレート＞テキスト
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ファイル定義 ［ファイル一覧］

1．ファイルはコンセプトに分けて格納しています。
左ツリーで［ルート］を選択すると、［ルート］直下に格納されているファイルが一覧表示され

ます。

2．左ツリーで、［コンセプト］を選択すると、すべてのファイルが表示されます。

よく使うテキストをファイルメニューに登録し、 [[file/＜ファイルID＞]]の形式で組み込むことができ
ます。

テンプレート＞ファイル
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